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298,210

事業ごみのリサイクル処理推進事業

新たな普及啓発拠点の整備（リユース広場）

中規模事業所ごみ減量推進事業

―

合　計　（計画事業費が 「－」 の事業は除く）

0

992

12,983

―

―

―16,24512,58648,000

010,800

－259,041―

― 15,247

19.2

― －

－

－

48,436 193.7

― 16,928

84.5

80.6

43,937

671,000 6,382

2,1002,330

6,000

2,282 2,236

―

落葉から環境保全と地域交流事業（香りとみどりにあふれたまちづくり）　〔南区〕

70.1

74.7

150.5

―

地球に優しいまちづくり支援事業　〔西区〕 15,000 8,464 8,109

－

6,110 16,408 49.78,189

164,780

―

環境配慮型事業者支援事業 ― 3,780 840

環境教育の推進 90,000 17,662 11,229

0

 

750,411 ―

 

2,019,439

下水熱有効利用モデル事業 25,000

札幌・エネルギーｅｃｏプロジェクト　〔新エネ・省エネ機器導入への融資・補助制度〕 2,388,000 9,885 97,474

メガワットソーラー共同利用モデル検討事業 ―

環境保全型農業支援事業

円山動物園リニューアル事業

風力発電事業推進

建築物環境配慮事業

都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補助

北海道の野生動物復元事業

太陽光発電等設置モデル事業 52,000 10,268

―

札幌市一般廃棄物処理基本計画の改定

1,936

21,000 7,470札幌市次世代エネルギーパーク事業

―

― 1,076

766,000

43,331

18,801

450

1,000

296,882

14,868

305,062

397,555―

181,691

270

28,511

― 710,130

2,204

5,429

6,261

8,458 1,000

22,600

351,300

13,000 79.934,350

―

2,489

－

43.2

22,573

116,707

45,680

33,000

10,170

4,901

2,109

―

102,064

134,000

10,000

7,000 799

　「環境首都・札幌」を宣言し、地球温暖化対策の推進や循環型社会の構築を目指して、新エネル
ギーの活用やバイオディーゼル燃料の普及促進を通じた温室効果ガスの排出削減に取り組みま
す。また、市民・事業者・行政が一体となって、ごみの発生抑制、再利用、リサイクルの取り組みや、
市民一人ひとりが省資源、省エネルギーのための環境行動を実践するまちづくりを推進します。

計 画
事業費

22年度
( 予算 )

21年度
( 予算 )

計　　画　　事　　業　　の　　実　　施　　状　　況

19年度
( 決算 )

施
策
の
基
本
方
針

実　績　事　業　費
20年度
( 決算 )

進捗率

( ％ )

（単位:千円）

政 策 目 標

重 点 課 題

4

2

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の １ ）

安全・安心で、人と環境にやさしい街

地球環境問題への対応と循環型社会の構築

合 計

7,000 248.1

43,000

17,3655,195

16,449

―

―

2,000

87.136,850

―

51,325 28,532

16,789

914

―

50.8

204,264

2,021

106,450

7,844
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4,105

108,186

4,229 115,017

4,700 04,547
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1,99510,000

―

77,700 ―

―

―

3,000

139,795

1,881

970,818

 

4,413,200

 

 

－5,021

 

263.612,391

－

 

0 

193

141.8110,200

― 1,796

―

―

19,296―

87.1

―

―

41,814

290,137

7,007

5,534

458,659

29,965

2,192

5,229

20.3

92.7

焼却灰リサイクル可能性調査

家庭用廃食油資源化促進事業

事　　業　　名

「環境首都・札幌」宣言事業

世界冬の都市市長会関連事業

ＣＯ２削減普及推進事業（エコライフ定着関係事業）

施策
番号

公共施設における省エネ・新エネ導入体系化推進事業

ごみ減量アクションプログラム支援事業

定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業

0

0 0

1,200

―

45.8
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実施 実施3
〔焼却灰のセメント原料への再利用〕事業実現性評
価

－ － 実施実施

〔紙、プラスチック類、草木類廃棄物〕排出状況調査 － －

3
1,023個
（白石）

3

3

192カ所 230カ所

「さっぽろスリムネット」によるごみ減量実践活動への
参加者数

7,049人 8,252人

3,500ℓ/月 4,500ℓ/月

1.9ｔ/日

15,000人

改定
（19年度）

240カ所 200カ所71カ所

7,000ℓ/月

20,000人

4,700ℓ/月2,500ℓ/月

3

3 〔家庭用〕廃食油回収拠点数 43カ所

3 〔家庭用〕廃食油回収量 1,200ℓ/月

システム導入前
に比べ50ｔ削減

2
〔太陽光発電等設置〕学校への新エネルギー設備
導入件数（累計）

7件 8件 9件

〔下水熱有効利用〕西区民・保健センターにおける
二酸化炭素排出削減量

－
前システム比
47ｔ削減

10件

－ 選定

2 札幌駅前通熱供給導管ピット整備 事業着手 構築工（杭）

－ 素案策定

72件 200件

策定

－ 20件

策定
（19年度）

策定
（20年度）

協働による市内1,000kW規模の太陽光発電所の設
置（上記のうち市有施設への率先導入）（累計）

－ － －

20,000人11,343人

実施
(19年度）

一部実施 実施
実施
(20年度）

〔公共施設省・新エネ導入〕指針に基づく省エネ・新
エネ導入検討施設数（累計）

推進推進

86カ所 86カ所－ 1カ所

改定 推進

10億円

4カ所

5.5億円

1箇所 1箇所

86カ所

1.6億円

前システム比
約38ｔ削減

前システム比
約50ｔ削減

5.5億円

10件

民間参画手
法等の検討

－

－ 3羽

計画策定

土工

300件

同左

実施設計・施
設整備着手

－

完成

300件

選定
（19年度）

構築工（本体） 復旧工

3羽

27,794枚

30,795人

3羽

54万枚

1,200ｔ

36,505人 42,165人

15団体5団体

－

推進 推進 4万ｔ

10団体 13団体

策定
策定

（20年度）

40万5千枚

－ 305.4t 607.2t

36,500人
（Ｈ19～22
累計）

900t 1,200t

14,293人24,322人

2

－

1

15団体

〔北海道の野生動物復元〕オオワシ、シマフクロウの
放鳥数

－ － － － 3羽

2

－ 構想策定

3 〔札幌市一般廃棄物処理基本〕計画の改定 －

〔ecoプロ〕新エネルギー設備等の新規融資額 － 6百万円2

1 〔円山動物園リニューアル〕基本計画の策定

2 〔風力発電〕事業主体となる事業者の選定

2
建築物環境配慮制度に基づく総合環境性能評価
の提出件数（累計）

－

－

素案の策定

148,027枚

政 策 目 標

1 －

2

3
〔定山渓地区生ごみ堆肥化推進事業〕参加事業者
の生ごみ分別量

1.6ｔ/日

リユース広場（リユースプラザ）で市民に提供した家
具等の個数

3.2ｔ/日

2,200個
（厚別）

1,200個

指導開始 指導継続

2,071個
（白石、厚別）

2,100個
（厚別）

965個
（白石）

〔中規模事業所〕ごみ減量・処理報告書の提出義務
付け対象拡大

－ 検討 実施

1.8ｔ/日

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ２ ）

2団体

〔北海道の野生動物復元〕オオワシ、シマフクロウの
繁殖数

1.8ｔ/日 1.8ｔ/日

重 点 課 題 地球環境問題への対応と循環型社会の構築

〔環境首都・札幌〕「さっぽろ地球環境憲章」の策定

22年度末
( 目 標 )

策定

4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

－

－

54万枚

22都市

18,077t

21年度末
( 予 定 )

22年度末
( 予 定 )

20年度末
( 実 績 )

〔地球に優しいまちづくり〕計画期間中の環境活動
への参加者数（西区　19年度からの累計）

2

1

〔落葉から環境保全と地域交流事業〕参加団体数
（南区　累計）

1

1

2
〔次世代エネルギーパーク〕構想を受けた整備計画
の策定

〔環境保全型農業〕堆肥の散布量（累計）

1

－

19年度末
( 実 績 )

施策

番号
項　　　　　　目

1 〔世界冬の都市〕市長会議参加都市数

18年度末
( 現 状 )

29都市
（17年度）

4,544ｔ

環境配慮型事業者への支援プラン策定1

1

1

〔環境教育〕学校におけるエコライフ行動レポートの
提出枚数（累計）

〔CO2〕エコライフ行動レポートの集計に基づき試算
されるＣＯ２排出削減量

達　　成　　目　　標　　の　　状　　況

30都市 － 30都市

策定
（20年度）
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重 点 課 題 2 地球環境問題への対応と循環型社会の構築

施策１ 環境行動を実践する人と街づくり

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ３ ）

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

●「環境首都・札幌」宣言市民会議を設置し、素案を作成
●グリーンランドの首都ヌーク市で開かれた第13回世界冬の
都市市長会議に会長都市として参加し、地球温暖化対策等
について協議
●さっぽろエコ市民運動、エコドライブコンテスト、環境情報誌
「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育プログラム策定、小学生向け環境副教材改定等
●事業者の環境配慮活動を評価する環境活動評価基準案を
検討し、アンケート調査実施
●落葉から堆肥への利用促進を図る落葉集積・配布及び堆
肥化公園（5ヶ所）、落葉堆肥化の講習会等実施（5回）〔南区〕
●キャンドルナイトin琴似二十四軒（779名）、こども環境活動
発表会（200名）の実施等〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、家畜排泄物を原料とする
堆肥を農家に散布（5戸、305.4ｔ）
●円山動物園で、現在飼育する猛禽類の保護小屋を設置（2
棟）、エゾシカ・オオカミ舎完成等

●「環境首都・札幌」を宣言し市民意識を喚起するとともに、
市民式典を開催し本市の姿勢を世界に向け発信した。
●カナダで開催された2008年実務者会議に参加し、環境問
題小委員会を開催し、各都市の環境問題について協議した。
●さっぽろエコ市民運動、エコドライブコンテスト、環境情報誌
「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育校外学習用バス貸出（115台）、環境教育リー
ダーの追加養成（9名）、こども環境コンテストの開催等
●環境配慮型事業者評価・登録制度を構築、運用開始
●落葉集積・配布及び堆肥化公園等（8箇所）、講習会等（8
回）〔南区〕
●ようこそ北海道洞爺湖サミットへ「エコまち西区deリレーイベ
ント」（4事業、2176名）の実施等〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、堆肥の散布（新規5戸
301.8ｔ、延べ10戸907.2ｔ）、新技術現地試験圃場の設置
●円山動物園で繁殖小屋（2棟）、リハビリゲージ等の建設工
事設計、園内ビオトープエリア造成、熱帯植物園解体

主　　な　　取　　組　　内　　容

21　年　度　(　予　定　) 22　年　度　(　予　定　)

●環境首都札幌推進協議会を開催
●エストニア・マールドゥ市で開催予定の第14回世界冬の都
市市長会議に参加し、地球温暖化問題等について協議等
●引き続き、さっぽろエコ市民運動、エコドライブコンテスト、
環境情報誌「えこぽろ」発行等の各種啓発事業を実施
●環境教育校外学習用バス貸出（155台）、小中学校への環
境教育教材の寄贈（29校）、こども環境コンテストの開催等
●環境配慮型事業者登録制度「さっぽろエコメンバー」の定
着を図るための支援策の検討等
●落葉集積・配布及び堆肥化公園等（5ヶ所）、講習会等実施
〔南区〕
●「ごみダイエット・キャンペーン」、環境活動実践ゲーム作成
等〔西区〕
●環境保全型農業支援事業として、堆肥の散布（新規5戸
300ｔ、延べ15戸9073ｔ）、新技術現地試験圃場の設置
●円山動物園で繁殖小屋（2棟）、リハビリゲージ等を建設、エ
ゾヒグマ館建設、新は虫類館新築工事実施設計等

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)
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主　　な　　取　　組　　内　　容

2 地球環境問題への対応と循環型社会の構築重 点 課 題

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

平成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ４ ）

施策２ 省エネルギー、新エネルギーの普及促進

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

21　年　度　(　予　定　) 22　年　度　(　予　定　)

●建築物環境配慮制度の運用、普及啓発等
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等整備への補助実施
●風力発電事業実施に向けた事業者・関連機関との調整
●下水熱有効利用モデル事業として、実証事業を継続
●太陽光発電等設置モデル事業として、常盤小学校に太陽
光発電設備（10kW）を設置
●札幌市次世代エネルギーパーク事業における、民間参画
の手法を検討
●メガワットソーラー共同利用モデル事業として、「札幌・サン
サンプロジェクト事業」計画に基づき、市役所本庁舎に太陽光
発電設備を設置（10kW）
●札幌・エネルギーecoプロジェクト事業による新規の融資・補
助を募集
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系事業として、「要
綱」の運用を行い、省エネ・新エネ導入を促進
●木質バイオ燃料の活用による地球温暖化の防止及び環境
産業の育成に向けた調査を行う。

●建築物環境配慮制度の導入、運用開始（届出数20件）
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等の整備に対する補助
実施
●風力発電事業者を公募、決定。事業者による事前調査等
の実施。
●下水熱有効利用モデル事業として、システム完成。下水熱
の暖房利用実証試験を開始。
●太陽光発電等設置モデル事業として、前田中央小学校へ
太陽光発電設置（５kW）
●札幌市次世代エネルギーパーク事業の構想策定（検討委
員会４回実施）
●メガワットソーラー共同利用モデル検討事業の基礎調査実
施（検討委員会実施）
●札幌・エネルギーecoプロジェクト発足、新支援制度（融資・
補助）構築
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系化推進事業とし
て、公共施設への省エネ・新エネ導入指針策定

●建築物環境配慮制度の運用、普及啓発等（届出数52件）
●都市再生プロジェクトエネルギーネットワーク構築事業費補
助として、札幌駅前熱供給導管ピット等整備への補助を実施
●風力発電事業実施に向け、事業者や関連機関との調整を
進め、事業者が北電の風力発電募集に応募
●下水熱有効利用モデル事業として実証事業により効果・課
題等の検証を行うとともに、信頼性・維持管理向上のため設
備改良を行った。
●太陽光発電等設置モデル事業として、北郷小学校に太陽
光発電設備（10kW）を設置
●札幌市次世代エネルギーパーク事業の基本計画を策定
●メガワットソーラー共同利用モデル事業の実施に向けて「札
幌・サンサンプロジェクト事業」計画を策定
●札幌・エネルギーecoプロジェクトによる新規の融資・補助を
募集し、847件の支援を行った。
●公共施設における省エネ・新エネ導入体系化推進事業とし
て、「札幌市公共施設における省エネルギーの推進及び新エ
ネルギーの導入要綱」を制定
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●「スリムシティさっぽろ計画」素案を公表し、3カ月間のパブ
リックコメントや223回開催した市民意見交換会などで延べ
8,367人の参加を得て、3,848人から意見が寄せられ、この意
見を踏まえ計画を変更・追加し、平成20年3月に計画を策定し
た。
●「さっぽろスリムネット｣の平成19年度事業への参加者数は
延べ9,889名に上った。また、ごみ収集車7台などへのBDF使
用を開始するなど、各プロジェクトにおいて、ごみ減量事業を
展開した。
●4回の協議会を実施し、延べ73名の市民・事業者の参加得
て、地域合意の基に「定山渓地域バイオマスタウン構想」を策
定した。定山渓地区の生ごみ597ｔが堆肥化され、これを同地
区の7軒の農家が活用して農作物を生産した。生産した農作
物は、同地区で開催する｢エコ収穫祭（来場者811名)｣で市民
に提供され、7つのホテル等において食材として活用された。

主　　な　　施　　設　　、　　サ　　ー　　ビ　　ス　　の　　整　　備　　水　　準

19年度末
( 実 績 )

18年度末
( 現 状 )

21　年　度　(　予　定　) 22　年　度　(　予　定　)

●スリムシティさっぽろ計画推進
　家庭ごみの有料化、雑がみ及び枝・葉・草の分別収集開始
などの新たなごみルールを7月から実施し、ごみ減量・リサイク
ルをさらに推進していく。町内会などが自主的に収集した生ご
みを資源化施設で堆肥化する生ごみﾘｻｲｸﾙ･ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ事
業を行う。共同住宅の排出マナー改善に重きを置いたごみス
テーションに関する制度変更を周知徹底する。ごみステーショ
ン管理支援事業として、７月からの家庭ごみ有料化に備え、
20年10月に発足した「さっぽろごみパト隊」を本格的に配置す
る。
●「さっぽろスリムネット」各プロジェクトにおいて、様々なごみ
減量実践活動を展開していく。
●廃食油回収拠点をさらに拡大するとともに、廃食油リサイク
ルについて普及啓発を行っていく。
●農家・農協・堆肥化事業者で構成する札幌市バイオマスタ
ウン推進協議会を設立し、定山渓地域バイオマスタウン構想
を推進する。
●中規模事業所へのごみ分別・リサイクル指導を推進するた
め事業ごみ指導員を配置する。

22年度末
( 目 標 )

●「スリムシティさっぽろ計画」を新ごみルール説明会などで
周知するとともに、この計画で掲げたごみ減量・リサイクル施
策の実施に向けて、「雑がみ」のモデル実験事業や生ごみリ
サイクルパートナーシッフﾟモデル事業を行い、地区リサイクル
センターを設置し、共同住宅のごみステーション対策強化な
どを行った。
●「さっぽろスリムネット」会員である市民・事業者の意見に基
づき、各プロジェクトにおいて、様々なごみ減量実践活動を展
開し、延べ参加者数は11,343名に上った。
●廃食油回収拠点を192か所に拡大するとともに、廃食油リサ
イクルについてチラシ・のぼりの作成配布を行った。
●生ごみ堆肥の活用拡大に向け、農業試験場に生ごみ堆肥
の試験を委託し効果が確認できた。
●厚別清掃工場跡地に新たに｢リユースプラザ｣を整備した。
●中規模事業所へのごみ分別・リサイクル指導を推進するた
め、データベースシステムを構築し、分別ガイドを作成した。

該当なし

施　設　（　サ　ー　ビ　ス　）　名
20年度末
( 実 績 )

21年度末
( 予 定 )

22年度末
( 予 定 )

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ５ ）

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

重 点 課 題 2 地球環境問題への対応と循環型社会の構築

主　　な　　取　　組　　内　　容

19　年　度　(　実　績　) 20　年　度　(　実　績　)

施策３ みんなで進めるごみ減量、リサイクル
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今　　後　　の　　重　　点　　取　　組

・本市では、市民生活と関わりの深い民生（家庭・業務）及び運輸部門からのＣＯ2排出量が全排出量の大部分を占めている

ことから、市民一人一人に対し環境行動の定着を図ることが非常に重要である。今後、さらに学校、企業、市民団体等との連
携を深めながら「さっぽろエコ市民運動」をはじめとする各種啓発事業を実施することにより、市民、事業者等による環境行動
の取組の環を広げ、「環境首都・札幌」の実現を目指していく。
・市民、事業者向けの省エネルギー・新エネルギー機器のさらなる普及促進のために、支援制度の拡充や制度の見直しを行
う。また、普及を加速するために、市民にわかりやすい情報提供を行う。
・市民・事業者と情報を共有し、協働してごみ減量・リサイクルの推進に努め、「スリムシティさっぽろ計画」に掲げた施策を確
実に実施していく。特に７月からの家庭ごみ有料化などの新ごみルールについて、より市民の理解や協力を得るため、引き
続き周知に努めていく。

評　　　　価　　（　成　　果　）

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

・「さっぽろ地球環境憲章」等を作成し、市民の環境意識を喚
起するとともに世界に向け発信した。また、冬の都市市長会で
の取組は本市の環境問題への積極姿勢のPRにつながり、市
民の環境意識を高める一助となっている。
・「さっぽろエコ市民運動」等、エコ行動の実践を促すための
事業を体系的に進めた。また、企業と連携して環境教育バス
ツアーを実施した。
・事業者の環境配慮活動を促すための誘導策として、「さっぽ
ろエコメンバー」制度を構築し、運用を開始した。
・地球に優しいまちづくり支援事業（西区）では、環境活動を
通じた市民参加の促進を図った。落葉から環境保全と地域交
流事業（南区）では、花壇作りを通じ地域内・世代間交流が活
性化し、落葉処理費用削減にもつながった。円山動物園のエ
ゾシカ・オオカミ舎では、食物連鎖を通じた身近な環境問題に
ついての普及啓発が可能となった。

・市民へ「さっぽろ地球環境憲章」等を浸透させ、環境行動の
定着につなげていく必要がある。また、冬の都市市長会では
活動のPRを通じて地球温暖化問題等に取り組む本会への市
民の関心をさらに高める必要がある。
・学校や市民団体、及び環境教育関連施設等との連携を強
化し、環境保全活動の推進につなげる必要がある。
・「さっぽろエコメンバー」を定着・拡充を図るとともに、さらなる
事業者支援策を検討・実施する必要がある。
・地域に優しいまちづくり支援事業（西区）では、さらに自主
的・継続的な活動へと発展させていく必要がある。また、落葉
から環境保全と地域交流事業（南区）では、安価で耐久性の
ある施設の改良が必要となっている。
・円山動物園では、今後必要な施設建設等に向け、企業等と
の協働を視野に入れた予算計画の検討や、新施設を活用し
た環境教育・レクリエーションプログラムの検討が必要である。

平 成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ６ ）

課　　　　　　　　　題

重 点 課 題 地球環境問題への対応と循環型社会の構築2

施策１ 環境行動を実践する人と街づくり

・「スリムシティさっぽろ計画」（平成20年度策定）の普及啓発
を新ごみルール説明会などで行った。各種資源物のまとめ出
しができる地区リサイクルセンターを２箇所に開設した。ごみス
テーション管理器材の購入助成を行った。生ごみリサイクル
パートナーシップモデル事業と雑がみ分別収集モデル実験
事業を行った。各清掃事務所に「さっぽろごみパト隊」を配置
した。
・廃食油回収拠点を192カ所に拡大し平成20年度には41,312
ℓ回収することができた。
・「さっぽろスリムネット」が平成20年度に実施した事業への参
加者数は延べ11,343名に上った。
・「定山渓地域バイオマスタウン構想」を策定、平成20年度は
生ごみ570トンを堆肥化、同地域の農家が活用し作物を生
産、イベントで提供されたほか、ホテル等で活用された。生ご
み堆肥化施設は平成22年度に民設民営により整備予定。

・「スリムシティさっぽろ計画」で掲げた施策を円滑に実施する
ため、適切な進行管理を実施していかなければならない。特
に、計画目標を達成するため、家庭ごみ有料化などの新ごみ
ルールについて引き続きルールの周知に努め、より一層の理
解や協力を得ていく必要がある。
・廃食油の回収量を増やすためには、市民へのＰＲの強化と
ともに、廃食油の回収にかかる市民の利便性を高めるため回
収拠点を拡大することが必要である。
・地区内での食循環ネットワーク確立のため、生ごみ堆肥の
活用拡大に向けた調査・検討、生ごみ堆肥を活用した農産物
の市民への普及啓発が必要となる。

施策２ 省エネルギー、新エネルギーの普及促進

・計画事業はほぼ予定どおり進捗しており、その結果、市民・
事業者の省エネルギーや新エネルギーの普及が促進し、目
標に向けて順調にCO2削減が進んでいる。
・風力発電、次世代エネルギーパーク、公共施設における省
エネ・新エネ導入体系化推進の各事業は平成20年度で目標
を達成、太陽光発電等設置モデル事業も平成21年度で目標
達成予定である。
・メガワットソーラー共同利用モデル検討事業は、「札幌・サン
サンプロジェクト事業」計画とその中での市の率先導入計画を
策定し、具体的取り組みを開始した。
・札幌・エネルギーecoプロジェクトは、事業者・金融機関と共
同して、省エネルギー・新エネルギー機器導入を支援する融
資・補助制度を創設、その普及促進を図り、想定どおりCO2を
削減した。

・省エネルギー、新エネルギー機器のさらなる普及促進のた
めに、支援制度の拡充や市民要望を踏まえた制度の見直し
などが必要である。
・公共施設への率先導入は、市民・事業者を含めた市全体の
省エネルギー、新エネルギー普及促進に向けた重要な取り
組みのひとつであることから、より効果的な事業実施を図るた
め、財源の確保とともに事業手法についても検討を進める必
要がある。
・すでに目標を達成している事業や達成が予定されている事
業についても、さらなる事業推進のために、今後は関係機関
との調整や事業手法の検討が求められる。

施策３ みんなで進めるごみ減量、リサイクル
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４つの指標とも、目標値に向け数値を伸ばしており、重点課題の達成に向け概ね順調に推移していると思われる。

項目６

成　果　指　標　等　 か　ら　見　た　重　点　課　題　の　評　価

項目５

環境に配慮している事業者数（単位：件）

項目２

成　　果　　指　　標　　等　　の　　動　　向

市内における新エネルギー・省エネルギー機器導入によるCO2削減量（単位：ｔ）

項目３ 廃棄ごみ量（平成16年度対比）（単位：％減量）

市民の省エネ・省資源行動指標（省エネ・省資源を実践したことによるCO2削減量）（単位：ｔ）

項目４

項目１

政 策 目 標 4 安全・安心で、人と環境にやさしい街

平成 21 年 度 第 2 次 新 ま ち づ く り 計 画施 策進 行調書 （ そ の ７ ）

重 点 課 題 2 地球環境問題への対応と循環型社会の構築
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